
員
ら
約
１
０
０
人
を
前
に「
新
生『
長

島
町
』
は
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
地
域
で
す
。
住
民
と
行
政
が
手
を

携
え
、
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
脇
田
副
知
事
は
「
地

域
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し
、
合
併

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と

伊
藤
祐
一
郎
知
事
の
祝
辞
を
代
読
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旧
２
町
の
町
長
ら
が
指

江
庁
舎
に
移
動
し
て
、
午
前
８
時
10

分
か
ら
長
島
町
役
場
と
同
様
の
セ
レ

モ
ニ
ー
を
挙
行
。
銘
板
序
幕
や
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
で
新
町
の

ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

県
内
唯
一
の
分
庁
方
式

　

県
内
の
「
平
成
の
大
合
併
」
18
カ

所
の
う
ち
、
唯
一
、
旧
町
役
場
そ
れ

ぞ
れ
に
総
合
支
所
的
機
能
を
持
た
せ

る
分
庁
方
式
を
選
択
し
た
新
『
長
島

町
』
の
開
庁
式
は
、長
島
町
役
場
（
旧

東
町
役
場
）
と
指
江
庁
舎
（
旧
長
島

町
役
場
）
の
２
カ
所
で
時
間
を
ず
ら

し
て
開
催
。
長
島
町
役
場
で
は
、
午

前
７
時
５
分
か
ら
庁
舎
玄
関
前
駐
車

場
で
、
島
崎
親
雄
町
長
職
務
執
行
者

や
川
添
健
旧
東
町
長
、
脇
田
稔
副
知

事
、
旧
町
議
会
議
員
ら
が
出
席
し
て

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
崎
町
長
職
務
執
行
者
は
新
町
職

県
最
北
端
の
町

　

鹿
児
島
県
最
北
端
に
位
置
す
る

『
長
島
町
』
は
、４
つ
の
有
人
島
（
長

島
・
伊
唐
島
・
諸
浦
島
・
獅
子
島
）

と
大
小
18
の
無
人
島
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

四
方
を
東
シ
ナ
海
や
八
代
海
、
長

島
海
峡
な
ど
の
海
に
囲
ま
れ
、
自
然

豊
か
で
、
歴
史
、
文
化
、
伝
統
の
あ

る
こ
の
町
の
人
口
は
１
万
２
５
４
８

人
（
平
成
18
年
３
月
19
日
現
在
）。

面
積
は
１
１
６
・
１
５
平
方
㌔
㍍
と

な
り
ま
し
た
。

◆合併までのあゆみ

　平成１６年７月６日
　　　長島地区合併協議会発足
　平成１６年８月１２日
　　　第１回長島地区合併協議会開催
　平成１６年１１月２５日
　　　新町の名称が『長島町』に決定
　平成１７年１月１３日
　　　合併期日を平成１８年３月２０日と承認
　平成１７年３月９日
　　　合併協定調印式
　平成１７年３月２５日
　　　鹿児島県知事へ廃置分合申請書提出
　平成１７年７月２１日
　　　鹿児島県知事が廃置分合決定書を交付
　平成１７年８月１６日
　　　総務大臣告示（告示第９９２号）
　平成１７年１０月３１日
　　　町章決定
　平成１８年３月１９日
　　　長島地区合併協議会廃止
　平成１８年３月２０日
　　　『長島町』誕生

くす球を割って新町誕生を祝う平成１７年３月２５日、知事へ廃置分合申請書を提出

合併調印を祝い、知事を交えて握手する両町代表者

調印書に調印する旧東町長 調印書に署名する旧長島町長

国旗と町旗

3　広報ながしま


